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田植え後の雑草やｼﾞｬﾝﾎﾞﾀﾆｼの防除 

)) 

≪ジャンボタニシの防除≫ 

１ ヒタヒタ水～４㎝以下の浅水管理 

２ スクミノンの施用 湛水状態で 10a

当たり１～４kg をジャンボタニシの多い

ところを中心に散布。7日間はかけ流しを

しない。 

―ＴＡＣ information―  

≪藻の発生後の防除≫ 

 田植え直後に藻が発生すると、除草剤

の広がりを止めることになり除草の効果

にムラが生じます。生育中に発生すると、

水温、地温が上昇せず生育遅れなどが生

じます。いずれかの対策を行います。 

１）落水 夜間落水し１～２日後に新し

い新鮮な水を入れる。 

２）モゲトン粒剤（２～３kg/10a）の施

用 藻やウキクサに対する速効性の除草

剤です。 

 

 6月16日に第5回「たんぼラグビーin京都向島」

が開催されました。性別・世代を超えた仲間がたん

ぼラグビーを通じて絆を深め、地域の歴史や自然の

恵みを実感してもらうことを目的として開かれて

います。 

今年は 30 チーム 319 人の参加があり、泥まみ

れになりながら熱戦が繰り広げられました。JA か

らも特別編成チームが参加し奮闘しました。 

 

田面が高くなっていて初期除草剤が効かなかった状況 

 

 

 

藻が発生した水田の状況 

≪中後期除草剤の使用≫ 

 初期除草剤がうまく効かなかった場合

以下のような除草剤を施用します。 

ツイゲキ豆つぶ、レブラスジャンボ、バ

サグラン粒剤。ヒエにはクリンチャーEW。 

ジャンボタニシ

の食害状況 

 

 

 



 

 


